
マシンガイダンス施工による生産性向上と安全性向上 

 

１．事例概要 

擁壁等の構造物掘削は、一般的に２次元図面から計算によって掘削ラインの位置を出し、現場で丁張

りを設置して、バックホウのオペと手元作業員の相番作業にて行っていた。弊社が施工を行った大阪府

枚方市の宅地造成現場では、擁壁等の設計データを３次元化し、それを ICT建機に用いることでマシン

ガイダンスによる構造物掘削施工を実施した（写真１）。また、GNSS測量機器を併用して掘削法肩の位

置出し等の迅速化および ICT建機での掘削箇所の出来形確認の迅速化を図った。 

 

写真１ ３次元設計データおよびマシンガイダンスによる構造物掘削の状況 

 

【機器・技術のスペック】 

本システムは、UAVによる起工測量を実施して設計図に使用されていた現況図が現地地形と相違無い

かを確認した。使用した UAV写真測量機材（DJI Matrice600pro）を写真２に、作成した生成オルソ画

像を写真３に示す。３次元の現況データを取得することで、ICT建機へ入力する３次元設計データとの

合成が可能になった。また、使用した ICT建機を写真４に、GNSS測量機器を写真５に示す。 
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写真２ UAV写真測量機材（DJI Matrice600pro）        写真３ 生成オルソ画像 

   

写真４ ICT建機（ICT機器類取付状況）         写真５ GNSS測量機器 

 

２．採用の効果 

①生産性向上の効果 

 設計データを３次元化し、ICT建機を用いることで丁張り無しでの構造物掘削が可能となり、準備～

施工までの手順を大幅に短縮出来た。また、GNSS測量機器を併用することで今まで 2～3名で作業して

いた測量および出来形確認等の作業を省人化することが出来た。 

②安全性向上の効果 

 バックホウのオペは、ICT建機のモニターにて施工状況の確認を行いながら構造物の掘削が出来たこ

とから、手元作業員が必要無くなり重機と手元作業員の近接作業が無くなったので安全性向上にも貢献

出来た。 

 

３．課題 

 本システムの課題は、導入時に大きな初期投資がかかること、GNSS測量機器は GNSSからの位置情報

を VRS方式にて取得するものであることから、誤差が x・y方向で約 3cm程度、z方向で約 5cm程度発生

することである。 
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